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厚生労働科学研究費補助金（がん対策推進総合研究事業） 
（分担研究報告書） 

 

全国がん登録の利活用に向けた学会研究体制の整備とその試行、臨床データベースに基づく 

臨床研究の推進、及び国民への研究情報提供の在り方に関する研究 

 
研究分担者 海野倫明・東北大学大学院消化器外科学分野・教授 

研究協力者 水間正道・東北大学病院・総合外科・院内講師 

 

 

 

 

 

 
Ａ．研究目的 
日本膵臓学会の膵腫瘍登録事業である膵癌登
録は 1981 年に開始され、2012 年からは
National Clinical Database（NCD）による登
録も併行して開始された。2016 年からは NCD
登録に一本化され、年間約 5 千件の膵腫瘍の
登録がある。本研究は、膵癌登録における現
状と将来に向けた課題について、登録データ
の精緻性や悉皆性の観点から分析することを
目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
膵癌登録に関して以下について検討する。 
 
１．生命予後データについて 
a)生命予後データの精緻性について、全国が
ん登録を利活用した登録であるか 
b)登録データの評価や検証を実施しているか
c)登録の悉皆性を求めるうえで生命予後デー
タの登録条件が障壁となっているか 
 
２．非外科的治療症例の登録について  
a)どのような非外科的治療法が登録されてい
るのか 
b)登録施設内で登録悉皆性を求めているか 
c)登録データを分析し学術的業績につながっ
た実績はあるのか 
d）治療法に関して前向き観察研究はなされて
いるか 
e)円滑な登録となるような工夫や条件設定は
あるか 
 
Ｃ．研究結果             
１．生命予後データについて 
NCD膵癌登録はこれまで予後入力率の低さが
問題となっていたが、2017 年に日本膵臓学

会と NCD で協力し予後調査の介入を行い、登
録参加施設に予後情報の入力をよびかけた。
介入前の予後入力率は 22％であったが、予
後調査介入により 85％の予後入力率が得ら
れた。2012 年から 2015 年の登録症例の膵癌
切除例における術後５年生存率は 30.6％で
あった。生命予後の登録データは、全国がん
登録を利活用した登録を各施設に求めては
おらず、各施設で保有している予後情報と登
録された予後情報の一致性についても検証
作業はなされていなかった。NCD 膵癌登録の
予後登録は、患者背景や治療内容の登録とは
切り離されており、生命予後登録は悉皆性を
求める上で登録条件の障壁とはなっていな
かった。 
 
２．非外科的治療症例の登録について  
膵癌登録の非外科的治療症例においては、化
学療法、免疫治療、放射線治療、その他の治
療法を登録する様式を取っており、化学療法
においては使用薬剤についても登録されて
いた。登録施設内での登録悉皆性は特に求め
てはいなかった。非外科的治療症例の登録数
は NCD 実装前より少ない状況であり、非外科
的治療症例の登録促進も兼ねて、日本膵臓学
会認定指導医制度の指導施設認定に、NCD 膵
癌登録への参加（年平均 20 例以上の登録）
が条件の一つにされていた。治療法などに関
する前向き観察研究はなされていなかった
が、これまで、膵癌登録のデータは、膵癌取
扱い規約の改定に利活用され（現行の規約改
定時にはリンパ節転移個数による予後解析
として活用）、腹腔洗浄細胞診や若年性膵癌、
小膵癌などに関する論文発表もなされてき
た。NCD 膵癌登録の参加施設は依然として外
科的施設が中心であり、非外科的治療症例の

研究要旨（膵癌臨床データベースの現状と将来） 
日本膵臓学会の膵癌登録は現在NCDで登録されている。生命予後データは予後調
査により、85％の入力率が得られるまで向上した。入力データの精緻性を検証
することが望ましいが、人員やコストの面から、検証作業の実施は現状では困
難である。これまで膵癌登録は膵癌取扱い規約の改定に利活用され、論文発表
もなされてきた。非外科的治療症例の登録は行われているが、その登録数はNCD
実装前より少ない。NCD膵癌登録への参加を日本膵臓学会の指導施設認定条件に
加えているが、依然としてその登録数は少なく今後の課題となっている。 
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登録数は少ないのが課題となっていた。 
 
Ｄ．考察               
膵癌登録における生命予後データの精緻性
を向上させる点で、正確な予後情報が得られ
る全国がん登録データの利活用は有用と考え
られる。今後、臓器がん登録に全国がん登録
データが利活用できるよう検討していく必要
がある。登録された生命予後データの正確性
を検証する作業は、実現すれば望ましいこと
と考えられるが、現状ではコストや人員の面
で実施困難である。 
 膵癌登録は NCD 実装前から非外科的治療の
症例を登録していたが、NCD 膵癌登録では外
科的治療症例の登録が中心で、非外科的治療
の登録数減少が問題となっている。学会認定
指導医制度の指導施設認定条件に NCD 膵癌登
録への参加が組み込まれているが、これまで
明瞭な登録数の増加はみられておらず、今後
登録数向上を目指したさらなる対策が必要と
考えられる。 
 
Ｅ．結論 
 NCD 膵癌登録の生命予後データは、予後調
査の介入により入力率の向上が得られ、今後
生存分析に関連した研究に利活用されること
が期待される。 
 NCD 膵癌登録は外科診療施設からの登録が
中心であり、内科系診療施設の参加と非外科
的治療の登録数増加が今後の課題である。 
 
Ｆ．健康危険情報  
  特になし 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
   (予定を含む) 
 
1. 特許取得 
なし 

  
2. 実用新案登録 
なし 

  
3.その他 
なし 

 
 
 


